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国
民
年
金
大
巾
に
改
善
／
1

ー

拠
出
制
村
氏
年
ム
誌
は
、
予
定
通
り
進
ん

一
る
が
．
六
五
才
ま
で
と
て
も
待
て
な
レ
と

で
レ
ま
す
が
、
こ
の
川
肢
に
対
L
て
寄
せ

一
レ
う
人
吟
希
望
に
応
ず
る
た
め
に
、
こ
の

ら
れ
て
レ
る
附
民
約
一
期
待
と
校
内
M

L
P

担
ん

制
佼
が
災
組
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
保
険
料

じ
今
日羽
川
同
会
示
、

R
民
年
金
訟
を
改
－d
す

－
を

一
f
年
以
上
或
は
ニ
五
年
以
上
お
さ
め

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
拠
出
年
金
の

－
て、

－本
米
約
者
ρH
年
常
食
う
け
る
郡
精
が

改
善
内
容
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、

一
つ
い
た
人
が
、
主
く
に
希
恕
す
る
ル
」
き
は

い
ろ
レ
ろ
あ
り
ま
す
が
、
現
在
決
定
を
み

一
六
O
才
か
ら
受
け
る
こ
、
と
が
で
き
る
。
減

た
も
の
は
、

－M
絹
老
令
年
金
の
翻
は
、
六
O
才
か
ら
受
け

①
死
亡
一
時
A
V一制
度
の
創
設

一
は
じ
め
る
と
す
れ
ば
、
本
来
の
六
五
才
か

②
く
り
上
げ
減
額
走
令
年
金
制
陸
一
ら
の
老
人
円
年
金
の
額
の
六
割
程
度
の
も
の

①
公
的
年
金
制
度
に
お
け
る
期
間
通
算
措
一
と
な
る
。

置
①
障
害
、
母
子
、
遺
児
年
金
の
受
給
資
柏

の
短
縮
的
措
置

①
母
子
年
金
の
埠
時
子

へ
拡
強

①
＋
木
支
か
年
金
の
支
給
勾
を
什
子
と
し
て

更
に
お
松
年
金
の
所
得
制
仰
を
ゆ
る
め

る
こ
と
な
ど
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

て

死

亡
一

時
金
制
度

三
年
以
上
保
険
料
を
お
さ
め
た
被
保
険

者
（
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
）
が

死
亡
し
た
止
き
に
、
そ
の
人
が
老
令
年
金
、

障
害
年
金
あ
る
い
は
母
子
年
金
会
受
け
て

レ
な
レ
か
、
う
り
た
こ
と
が
な
い
限
り
そ

の
迫
族
（
死
亡
し
た
人
の
配
偶
者
、
子
父

母
孫
祖
父
母
、
兄
川
出
帥
枇
れ
で
死
亡
川
住
引

を
同
一
に
し
て
い
た
也
の
」
に
、
死
亡
一

時
金
を
支
給
す
る
の
こ
仇
場
合
、
そ
れ
人

の
死
亡
に
よ

っ
て
遺
児
年
金
丸
り
み
州
年

金
が
支
給
さ
れ
る
・場
も
に
じ
、
本
人
f

迫

族
」
の
希
望
す
る
給
付
いか
行
は
れ
る
。

一

時
金
の
訴
は
保
険
料
利
を
お
さ
め
た
期
間
に

よ
っ
て
遣
い
次
C
2お
り
で
あ
る匂

保
険
が
納
付
治

み

銅

山

年

分

割

三
年
以
よ
五
年
末
、
渦
五

0
00
円

五
年
以
J
十
年
末
梢

七
心
O
O
円

十
年
以
ト
－十五
年
未
満
一
四

O
O
O円

以
下
略

二
、
く
り
上
げ
減
糊
老
令
年
令
制
度

年
金
の
支
給
が
六
五
才
よ
り
給
付
さ
れ

送料四円定価一部六円高田印刷印制所大菅達二朝日町役場内編集兼発行人

三
、
公
的
年
金
制
度
に
於
る
期
開
通
算
制

度一
例
で
す
が
女
性
の
方
で
す
と
、
学
校

卒
業
級
会
社
へ
孤
帆
し
結
め
す
る
と
院
時

に
や
め
て
安
比
に
入
る
u

こ
の
域
A
F
h

現
行

法
で
は
僅
か
の
巡
馳
一
時
金
で
か
た
づ
け

ら
れ
、
新
た
に
他
の
年
令
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
今
度
の
通
算
撚
躍
で

は
、
こ
れ
等
の
年
令
制
度
が
相
互
に
公
平

に
通
算
さ
れ
保
険
料
さ
え
納
め
て
い
れ

ば
、
ど
の
よ
う
に
職
業
が
変
ろ
う
と
本
誌

で
も
必
ず
老
令
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
各
年
令
制
度
の
被
保
険

者
期
聞
を
通
算
し
て
こ
汽
年

｛用
問
民
年
命

以
外
の
被
州
者
年
金
だ
け
で
通
算
す
る
と

き
は
二

O
年
）
に
な
っ
た
場
凡
何
年
金
が
支

給
さ
れ
ゐ
。
年
金
の
支
給
開
始
年
令
は
、

国
民
年
余
で
は
六
五
才
国
H
F
年
金
以
外
の

被
用
務
年
金
に
つ
い
て

は
六
O
才

で

あ

る
。
又
年
金
額
は
国
民
年
金
で
は
、
保
険

料
納
付
済
期
間

一
年
に
つ
き
九
百
円
他
の

年
金
制
度
に
つ
い
て
は
厚
生
年
金
の
給
付

水
準
を
下
回
ら
な
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
出
関
絡
期
間
を
続
く
す
る
隙
害
、
母

子
、
迫
民
年
金

障
害
、
母
子
、
遺
児
年
金
の
受
給
権
者

と
な
る
に
は
、
現
行
法
で
は
最
低
三
年
間

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
が

一
年
間
に
短
縮
さ
れ
た
。

お

わ

び

五
、
単
母
子
世
帯
に
も
母
子
年
金
を

両
親
に
死
別
し
た
子
供
を
、
視
母
や
姉
一

が
親
代
り
に
扶
養
し
て
い
る
世
帯
に
も
母
一

子
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。

六
、
米
支
給
年
金

拠
出
制
の
年
金
は
本
人
が
苑
亡
し
た
場

合
生
附
の
交
け
と
る
的
利
の
あ
る
年
余
額

を
遺
品
開
が
代
っ
て
訓
ボ
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
福
祉
年
会
に
は
そ
れ
が
認
め
ら

れ
な
い
。

七
、
そ
の
他
削
怠
率
制

θ
判
月

一
臼
で
満
五

O
才
以
上
百
五
才
ま

で
の
人
は
任
意
加
入
で
あ
る
が
、
三
月

末
日
ず
で
で
加
入
の
権
利
が
な
く
な
る

＠
重
い
け
が
を
し
た
り
、
夫
に
死
別
し
て

幼
レ
子
宮
養
う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

福
祉
年
金
の
請
求
を
寸
る
に
も
、
拠
出

年
企
に
加
入
し
て
い
な
と
効
果
が
な
い

③
拠
州
年
金
に
加
入
凶
山
川
を
し
た
方
で
都

ん
い
の
必
レ
人
は
、
（
年
一
耐
得
十
三
万
円

ω下
）
保
険
料
的
免
除
に

つ
レ
て
申
し

込

み

下

さ

い

。

民

生

諜

記

事

訂

正

三
十
冗
年
十
二
月
号

「
あ
さ
ひ
」
の
成

人
者
店
内
簿
に
た
記
の
方
々
を
追
加
、
訂
疋

い
た
し
ま
す
。
な
お
成
人
者
に
お
わ
た
し

し
た
先
待
は
訂
止
し
て
あ
り
交
す
。

巴
加薄

田
・官
枝
（
大
家
庄
）
中
山
仲
夫
（
南

保
）
凋
川市
加
（境
）
水
白
川
帆
守

（宮
崎）

小
林
マ
サ
ミ
（
終
川
）
浜
宏
的
（
五
ケ

庄
）
蕊
同
恭
子
、
吉
田
喜
美
子
（
泊

一

区
）
下
沢
隆
子、

島
田
孝
子
、
荒
尾
弘

（泊
一一
区
）
松
島
千
恵
子
、
谷
口
澄
子

下
山
同
校
子
、
竹
林
日
美
、
加
賀
幹
雄

（
泊
三
区
〉

氏
名
の

一
部
訂
正

寺
内
友
子
（
山
崎
）
浜
川
始
（
五
ケ
庄
）

土
井
圭
二
（
南
保
）

丙
村
光
校
（
泊
一

区
）

の

噌

l
r
O咽
l
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晴
∞

ニ
兆
円
突
破
グ

∞
財

∞
い
つ
も
郵
川
誌
の
仕
事
に
つ

一

O

年
0

・
き
ま
し
て
は
い
ら
い
ろ
と
御
協
一

∞
蹄

∞
ヵ
ー
た
だ
ト
あ
り

f
，
〈
叩
一

。
易
O

く
御
礼
巾
l

l
H
交
す
c

一

C

事

っ
さ
て
み
な
三
ん
お
行
じ
み
の

一

C
R
O郵
便

M
b
m易
料
、険
で
は
昨
年
一

九
月
十
五
日
必

ι知山
内
高
二
兆
円
を
突
破
一

し
一
兆
円
突
破
介
ら
他
’f
れ
化
し
ハ
ヶ
月
と
一

い
う
急
ピ
ッ
チ
で
二
兆
円
の
十八
台
に
遥
し

一

七
知
的
で
あ
り
ま
す
。
郵
内
山
内
で
は

こ
の

二
一

兆
円
突
破
ぞ
記
念
し
全
同
で
い
ら
い
ろ
と

一

行
併
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
身
近
な
と

一

こ
ら
で
は
本
川
泌
泌
が
ヲ
ジ
占有
体
問
優
良
一

開
体
と
し
て
災
彰
さ
れ
・
叉
．
川
F
侠
期
日
宇
一

コ
ジ
ク
ー
ル
に
は
泊
小
牧
校
の
川
波
ま
す
一

み
さ
ん
仙
小
川
γ

放
の
苅
厄
恭
子
さ
ん
が
そ
一

れ
ぞ
れ
銅
刊
を
泊
叫
得
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一

郵
川
収
賄
で
は
二
兆
円
か
ら
．
皮
に
契
約
高
三
一

兆
円
ヘ
ー
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
お
り
一

ま
す
が
こ
こ
に
改
め
て
み
な
さ
ん
の
深
い

一

街
頭
解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

一

あ
り
ま
す
。

ひ 官r品目ιk~~ ¥2) 

P
T
A
学
級
と
い
え
ば
母
親
の
出
町
が

多
レ
。
然
し
子
供
を
疋
し
く
育
て
る
た
め

に
久
、
、
の
長
附
季
を
利
用
し
町
内
各
学
絞
で

は
父
震
学
級
を
聞
い
て
い
る
。
と
L

に
大

家
庄
小
学
校
の
父
親
学
級
を
制
介
し
よ
う

・
日
時

一
月
二
十
二
日
午
后

一
時

－
参

加

父

親

一
一
ODh母
親
五

O
名

．
円
程一

学
溜

同

定

資

産

税

課
税
台
帳
の
縦
覧
い

い
f

’I＼

ぉ（笠｝
さ（霊）
乙（級）
も 「－

学
校

も
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
評
側
に
対
す
る
県
飯
の
申
立
て
は
%

一

政
期
川
だ
け
受
付
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て

一

／

一お
り
ま
す
の
で
附
係
者
科
位
に
は
せ
い
ぜ

一

」
レ
縦
覧
さ
れ
る
よ
う
御
待
ち
い
た
し
て
お

一

昭
和
三
十
六
年
度
凶
定
資
産
課
税
合

一
度
山
崎
川
に
比
し
て
著
し
く
悦
位
に
止

っ
一
り
ま
す
。

一

帳
を
左
記
日
程
に
よ
り
関
係
者
の
縦
覧
に

一
て
い
る
事
情
に
よ
り
評
価
の
適
正
化
及
び

一

記

一

供
し
ま
す
。

一均
街
化
合
一
凶
る
た
め
に
平
均
五
%
程
度
の

一
て

縦
覧
の
場
所

朝

日
町
役
場
財
政
課
一

昨
年
米
家
肢
の
再
評
価
を
実
憎
し
た
の

一
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
て
縦
覧
の
期

間

三

月

一
日
か
ら
同
月
一

で
あ
り
ま
す
が
各
位
の
絶
大
な
る
仰
協
力

家
障
に
つ
い
て
も
附
和
三
十
一二
年
度
か
ら
一

三

十

日

ま

で

一

と
位
型
併
を
賜
り
ま
し
て
認
め
て
川
別
に
州
総
が
出
白
か
れ
て
レ
た
の
で
あ
り
ま
す

一・i
l
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i－－－
一

完
了
い
た
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
巾
上
げ

が
そ
引
期
間
中
に
お
け
る
挫
築
関
係
資
材

二

二

月

は

固

定

資

産

税

の

一
一

ま
す
。
価
舶
の
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
悶

－
の
備
上
り
等
に
よ
る
丙
建
築
授
の
増
加
が

ニ

第

四

期

の

納

期

で

す

一

一

教
科
の
型
併
（
問
γ
仁
社
会

か
ら
の
土
地
及
び
室
胞
の
平
均
価
格
の
指
一
経
過
年
政
及
び
向
然
条
件
に
よ
る
机
粍
度

一一
附
什
：
一十
杭
年
問
分
は
今
則
で
れ

一

理
杵
）

示
に
よ
っ
て
算
出
し
て
レ
る
の
で
あ
り
ま

一
を
著
し
く
上
廻
っ
て
い
る
た
め
大
体

一
O
二
れ
れ
配
川
で
ず
州
札
制
の
ぷ
は
小

一

研
究
川
部
制
と
子
の
結
び
つ
き

す
が
、
附
和
三
十
六
年
皮
は
持
制
の
川
一
郎

一%
以
上
の
制
上
り
が
見
込
ま
れ
て
店
る
の

ニ
泌
約
め
灯
下
j

L
よ
・
っ
か
聞

いい
し

一

課
訓

．比
谷
芳
一
先
生

年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
土
地
に
つ
い
て

－
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
あ
ら
か
じ
め
ニ

ι
F
it

－

i

t

一
一

ソ
述
山
人
共
の
教
育
事
情

は
断
法
制
中
年
度
で
あ
っ
た
附
和
三
十
三
年

一御
通
知
巾
よ
げ
て
仰
了
解
を
得
た
い
と
お
一「
ト
ト
l
l
1
1
I
l
l
i
t－
－
i
l－－
ヱ
研
究

A
詣
の
問
問
点

ssssssssS3ssミ
ミ
ミ

S
Sきミ
tssssミ
ミ
ミ

i
k、hksミb
宅
金

一
・
親
と
子
か
活
し
あ
え
る
州
川
崎
を
心
が
け

簡
易
保
険
は
み
な
さ
ん
の
利
益
の
た
め

一
る
の
は
日
則
、
み
な
さ
ん
が
問
幼
保
附
に
一

子
供
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

に
設
け
ら
れ
み
な
さ
ん
の
た
め
に
部
引
さ
一
ご
加
入
下
さ
れ
虫
し
た
伐
険
引
契
約
高
に
一

て
い
き
た
い
。

れ
て
お
り
ま
す
。

一
よ
っ
て
そ
の
町
に
対
寸
不
自
令
沌
川
の
間

一
・
子
供
が
学
校
か
ら
州
っ
た
時
あ
た
L
か

例
え
ば
み
な
さ
ん
が
附
易
保
険
に
ご
加

一
町
制
が
ん
止
め
ム
れ
る
引
ゃ
あ
：
写
し
て
判

－

く
迎
え
て
や
る
。
こ
れ
は
忘
れ
も
の
を

入
な
さ
れ
ず
思
わ
ぬ
災
円
ゃ
い
出
州
で
亡

一米
朝
日
町
の
い
ろ
い
ろ
と
し
れ
ゆ
慢
の
た

一

よ
く
す
る
子
供
の
ま
校
の
渇
〈
門
も
閉
じ

く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
一．山
山
保
険
金
を

↑
め
に
も
、

λ
な
戸
ん
が
よ
り

一

m
m幼
保
一

で
あ
る。

お
渡
し
す
ゐ
と
か
或
は
－
定
の
不
具
に
な

一険
を
ご
mm．M
階
下
さ
れ
ず
間
切
保
険
の
附
町
村相一

・
父
親
と
子
が
し
っ
く
り
い
か
な
い
の
は

ら
れ
た
と
き
は
英
米
の
保
険
料
を
免
除
す

一
さ
れ
る
と
と
が
必
啓
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
一

父
親
ず
て
の
時
の
気
分
だ
け
で
叱
る
場

る
と
か
又
、
み
な
さ
ん
の
加
入
さ
れ
た
保

一
ま
す
。

一

合
が
多
レ
の
で
、
あ
く
ま
で
子
供
の
人

険
料
は
川
ゐ
い
村
住
九
よ
し
町
の
た
め
に
一
簡
劫
保
険
は
み
な
さ
ん
の
生
命
の
保
証

一

治
会
法
め
気
長
に
納
得
さ
せ
る
形
が
望

学
校
、
病
院
、
住
宅
、
水
道
．
町
公
交
辿

一
を
約
米
し
又
、

満
期
し
て
み
な
さ
ん
の
純
一

ま
し
く
鋭
的
桝
同
で
お
さ
え
て
は
よ
く

そ
の
他
災
汗
彼
川
ゆ
業
等
の
資
金
に
ま
わ

一肱
を
啓
ば
れ
る
保
険
で
あ
り
ま
す
。
先
に

－

な
レ
。

さ
れ
み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
く
ら
し
の
た

一も
附
し
ま
し
た
よ
う
に
附
易
保
険
は
み
な

一
・
親
と
子
の
間
に
あ
る
限
度
の
ゆ
ず
り
あ

め
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
朝
日
町
で
は

一さ
ん
の
利
謎
の
た
め
に
悶
が
運
併
し
営
利
一

い
が
必
要
で
お
互
い
に
宕
叫
す
る
の
で

泊
阿
院
会
計
六

O
J万
円
筒
劫
水
道
ゆ
諜

一
を
目
的
と
し
な
レ
保
険
で
あ
り
ま
す
の
で
一

な
く
あ
た
L

か
レ
気
持
で
見
ま
ふ
り
あ

と
し
て
泊
地
区

一
O
O万
円
、
大
家
出
地

一安
心
し
て
ご
加
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
郵
似
う
こ
と
が
よ
し
。

区
一
六

O
万
円
山
間
保
一地
区
六
四
五
万
問
笹

一周
で
は
い
つ
で
も
御
相
較
に
応
じ
て
お
り

・
刊
や
先
生
に
対
す
る
子
供
の
態
度
に
つ

川
地
区
二
O
υ
万
円
崎
地
区
四
O
O万
円

一
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
ご
泊
胞
な
く
お
鉢
い
て
絞
け
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
ち
む
！

大
平
地
区
一
五
O
万
円
野
中
川
区
一
六

O
一
ね
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

・
子
供
が
父
親
よ
り
付
税
に
な
っ
く
の
は

万
円、

伊
校
関
係
と
し
て
泊
中
学
校
三
五
一す
。

母
山科
が
子
供
を
か
ま
い
過
ぎ
る
か
ら
で

O
万
円
泊
小
学
校
ニ
O
O
万
円
そ
の
他
町

一

明
る
い
家
躍
に
簡
易
保
会
刊い

な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
低
利
側
か
ら
か

営
住
宅
三

O
万
円
失
業
対
節
一
九
O
万
一門

一

楽
し
い
家
庭
に
家
族
保
劇
”い

ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
さ
せ

工
ど
合
計
舗
に
し
て
三
、
－

八
抗
万
円
の
一

ら
れ
て
レ
る
現
状
て
な
い
か
。

更
が
、特
M
A
X
．か

mH初
保
険
か
pn
運
刑
さ
れ
て

一

泊

郵

便

局

・
テ

ν
ピ
等
に
出
る
社
会
の
川
閣
は
子
供

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
金
の
融
辿
さ
れ

一

朝

日

町

後

援

の

立

場

に
立
っ
て

一
紺
に
考
え
て
や

こ
峯
日
曜
ス
キ
ー
学
校

一
月
八
H
、
十
五
日
と
行
わ
れ
て
来
た

削
口
町
教
打
お
円以
会
、

朝
日
ス
キ
l
p
ラ

プ
共
悩
の
り
附
ヂ
キ
l
併
校
は
、
最
終
日

の
二
十
九
日
、
快
附
と
深
討
に
恵
ま
れ
た

三
縫
い
ス
キ
l
場
で
午
前
の
鵠
習
会
に
引
続

き
午
后
か
内
検
定
会
が
行
わ
れ
た
。

検
定
の
結
m訳
、
二
一

C
名
の
受
講
者
の

中
か
ら
A
、

B
、
C
級
の
の
格
者
に
腕
付

の
マ
l
タ
が
段
与
さ
れ
僚
会
開
に
終
了
し

た
・
向
A
F
口栴
者
は
次
の
通
り

A

級
建
沢
ぬ一1
文
越
間
校
三

平

実

細
川
孝
一平
山
京
弁

毘

谷

武
彦

B

級
村
よ
義
則

荒
応
安
凶
長
井
良
平

畏
井
京
共

深
松
芳
位

六

回

孝

松
下
金
ヤ九
川
村
山
行
次
山
本
克
己

谷

容

元

U
m
ト
一谷
安
之

谷

哲
犬

柚

木

隆

南

茂

満

夫
凶
・
米
湾
問

岩
井
文
夫

C

級

中
島
真

一
郎
山
木
誠

一

谷
口
正
則

岩

井

草

稲

場

開N
一

池

田

均
‘，，

F
同

u
n
y
－

る
。
と
も
す
れ
ば
面
倒
く
さ
が
る
が
大

人
の
経
験
守
町
印刷
し
家
陪
の
な
り
た
ち
等

も
聞
か
せ
て
阜
、
り
た
い
。

反

省

点

・
出
町
者
が
予
想
以
上
に
多
く
父
親
も
母

親
川
僚
に
教
育
に
対
す
る
理
解
と
協
力

の
あ
る
こ
と
が
喜
ば
し
か
っ
た
ν

・
「
年
一

回
だ
け
で
な
く
出
来
る
だ
け
多

く
父
親
学
級
を
も
う
け
教
育
守
理
糾
し

て
い
き
た
い
」

と
の
声
が
名
く
も
っ
と

こ
の
よ
う
な
会
b
z
・
町
ね
て
い
き
た
い
。

．
父
親
各
自
が
教
育
に
関
す
る
舟
見
を
そ

れ
ム
＼
持
っ
て
屑
ら
れ
る
の
で
こ
れ
ら

を
集
約
し
組
織
的
能
率
的
な
会
合
に
し

て
い
き
た
レ
。

－
日
程
が
、
織
り
沢
山
で
討
論
の
時
間
が
充

分
な
く
も
っ
と
内
本
の
充
実
し
た
日
程

を
計
聞
し
て
い
き
た
い

・



(3) 

と
し
て
世
界
の
注
硯
を
浴
び
た

「
ク
ロ
ヨ
一
通
じ
て
御
相
談
下
さ
い
ま
し
て
、
一
段
の

一依
然
と
し
た
そ
の
場
当
り
的
な
考
え
か
ら

γ
」
も
昨
年
の
＋
月
一
日
摂
凶
コ
一、

0
0
一
御
協
力
を
お
刷
い
放
し
ま
す
。
最
近
北
陸

一
ぼ
う
大
な
合
迎

ωな
か
に
お
ぼ
れ
て
し
ま

O
米
の
立
山
中
胞
に
紺
憩
に
附
く
秘
境
の
一
電
力
が
小
川
水
系
の
別
配
を
し
て
お
り
ま

－
い
大
局
そ
誤
る
が
如
き
こ
と
な
く
、
少
し

水
を
集
め
ダ
ム
の
淑
ぷ
が
開
始
さ
れ
十
二
す
。
針
川
阜
、
応
部
部
七
の
計
酎
も
総
て
関

戸
で
も
円
先
の
み
に
流
れ
る
こ
と
の
な
い
模

月
二
十
四
日
、
三

O
O
万
屯
の
水
か
出
え
一
西
電
力
の
民
部
分
流
山
公
に
あ
や
か
っ
た
抱

一共
々
に
戒
心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
ダ
ム
取
水
の
水
門
が
聞
か
れ
、
十
一
月

一b
c
会
わ
せ
裂
で
あ
り
ま
す
の
で
黒
部
分
流

一特
に
町
努
売
民
期
に
当
り
ま
し
て
は
我
々

二
十
六
日
に
は
今
桜
泊
ね
の
竜
宮
城
と
一
三
災
に
決
以
す
れ
ば
当
的
之
得
め
北
電
疑
も

一も
叉
常
に
情
勢
を
分
折
し
て
あ
ら
ゆ
る
事

」

－わ
れ
る
見
谷
の
地
下
大
殿
堂
に
ベ
作
ト
ン
一
流
産
と
な
り
ま
す
こ
と
は
必
然
で
あ
り
ま

一悠
に
即
応
し
作
力
性
を
も
っ
た
処
置
か
・す

熱
意
が
認
め
F

り
れ
、
こ
れ
ま
た
、
こ
の
年

一水
車
が
副
首
を
た
て
て
担
り
始
め
た
の
で

一
し
て
、
今
ま
で
よ
り
以
J
の
即令
官
的
批
判
科

一
る
心
柄
え
が
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。
さ

の
暮
れ
に
は
運
転
ル
ι
凶

胎
す
る
運
び
と
な

一あ
り
ま
す
。
之
が
完
成
す
れ
ば
総
出
力
二
一
の
徹
ほ
か
必
訟
な
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

一
い
わ
い
に
し
て
を
ヰ
は
町
民
会
一
位
じ
協
力

り
、
捌
一
凶
、
川
均
等
・の
れ
…
光
開
発
と
併
せ

一
弘
八
、

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
大
位
一
か
皆
様
万
の

一
府
の
御
鞭
従
を
お
願
い
致

一
一
致
し
れ
々
帥
か
し
い
業
績
を
後
世
に
曳

こ
の
一

年
間
に
当
町
の
規
約
い
は

一
段
と
強
一
用
水
量
が
下
流
に
お
い
て
も
無
効
放
流
と

一
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
し
喜
び
九
円
う
，？
と
が
出
来
る
こ
と
か
確
信
同

化
さ
れ
る
こ
と
L

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

一

一

一

一

ら
な
い
た
め
に
関
西
電
力
で
は
庄
川
の

一

以
上
之
等
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
一致
し
ま
し
て
、
こ
の
卸
か
し
い
新
年
を
迎

こ
の
よ
う
に
し
て
当
町
工
北
附
随

一
町
内

一

一

一

－

－

B

一御
母
衣
下
流
増
設
と
併
せ
て
之
等
の
計
四
一
昨
い
ま
や
当
町
は
以
礎
即
時
立
の
段
階
か

一
え
る
に
当
り
、
町
民
れ
位
止
公
ハ
に
自
ら
の

容
を
持
ち
ま
す
と
と
も
に

H7に
お
き
ま

一
と
刻
発
に
総
力
を
あ
げ
て
お
り
、
昨
今
の

一な
飛
間
的
発
展
の
段
階
に
ふ
み
入
ら
ん
と

一
町
主
比
一以
に
対
し
ま
し
て
深
く
円
省
し
新

し
て
も
、
今
よ
う
や
く
そ
の
氏
仙
が
認
め

一

i

一

一

i

一五
月
に
新
問
問
調
阿
川
第
三
発
電
所
が
着
工
さ

一
し
て
居
り
、

当
川
の
将
米
に
あ
か
る
い
希

一し
い
封
印
の
年
た
ら
し
め
る
べ
く
お
互
いγ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま

一

一

一

一
れ
た
こ
と
は
皆
様
方
御
ゑ
知
の
通
り
で
あ

一
望
を
持
つ
こ
と
が
出
来
得
る
の
で
あ
り
ま

一
に
努
力
さ
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
剛

こ
と
に
御
同
一
段
に
川
唱
え
ぬ
と
こ
ら
で
あ
り

一
り
ま
し
て
、
今
年
の
五
月
に
は
引
統
き
新

一
し
て
、
わ
が
国
経
併
の
高
度
な
成
長
所
文
一
上
げ
蔀
ね
て
電
源
開
発
の
実
現
に
句
協
力

ま
し
て
、
町
一氏
名
位
の
御
協
力
に
対
し
ま
一

黒
部
川
第
二
発
電
所
か
着
工
さ
れ
る
と
と

一
え
る
一
つ
の
鍵
と
も
な
り
、
そ
の
将
来
の
一
賜
ら
ん
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
。

し

て

改

め

て

感

謝

の

意

を

表

す

る

も

の

で

一

一

一

1

3

1

1

一
に
な
っ
て
お
り
ま
す。

愈
々
黒
部
川
も
調

一洋
々
た
る
こ
と
を
再
認
識
せ
ら
れ
、

旧
態

一

一
九
六
一
年
元

n一

ぉ
！
？
に
I
f
f三
去

一査
の
段
階
芸
か
（
朝
日
生

第

ニ

）

左

一

ー
1

1

1
1
1
1
1ー
ー

て

は

芸

術

2
2く

・

1
5
2の
（
新
室

、
三
日
市
）
決
定
が
目
臨
に一

11j

j
i
j
；

一
せ

J45
・
好
む
と
灯
ま
ざ
る
に
か
h
わ
ら

一

情

愛

あ

る

家

庭

生

活

を

・ず
寸
存
度
中
に
は
一
応
の
結
論
が
出
さ
れ

一

j
；i

〈

5
1
i
3〉
｝
｛

一
る
も
の
と
予
想
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

近

頃
、
口
や
か
ま
し
く
叫
ば
れ
て
い
る

一
志
箆
に
依
る
体
元
の
協
力
体
勢
は
ね
た
ま

一「
生
活
に
於
け
る
子
と
父
兄
と
の
結
び
つ

一
し
い
程
に
完
壁
の
陣
を
布
レ
て
お
り
、

二
き
」
等
と
レ
う
事
は
日
常
私
達
が
行
っ
て

－方
孜
が
朝
日
町
に
お
き
ま
し
て
は
過
去
の

一
い
る
苧
で
す
が
、

こ
を
ど
の
様
に
深
め
、

一
京
都
に
思
レ
を
致
し
ま
す
時
、
訣
し
て
光

一充
実
さ
れ
る
か
が
ね
ら
い
で
あ
っ
て、

当

一分
な
協
力
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で

一朝
日
町
の
各
州
問
外
で
は

一
昨
年
来
話
し

て
の
り
ま
し
て、

ま
だ
ま
だ
陥
引
の
以
に
担

，合
い
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
思
と
f

子

。

一
日以
し
も
ん
か
あ
り
ま
す
。
ど
・
フ
か
町
民
の

一

向

符
知
の
通
り
、
当
市
似
小
学
校
下
は

一皆
さ
ん
一少
の
史
現
じ
一

に
町
民
各
仙
の
協

一
蛭
令
分
校
を
お
づ
関
係
で
P
T
A
の
全
休

日
如
何
に
か
、
ふ
っ
て
お
り
，止
す
。

一
会
ふ
女
川
く
こ
と
が
蹴
し
い
の
で
す
が
、

今
日
役
場
当
向
山
駅
務
的
手
続
き
の
手

一
一寸
の
教
訓
川
に
関
し
て

一
歩
進
ん
だ
汚
え
を

近
レ
や
私
ど
も
わ
P
、
R
い
か
足
り
な
か
っ

一持
つ
父
先
的
協
力
を
川
町
て
数
川
の
話
し
合

た
こ
と
の
川
村
山
も
あ
っ
て
、
未
だ

一
部
の

一
い
を
行
レ
ま
し
た
。
又
当
小
学
校
は
体
育

町
長
に
怒
り
を
貰
う
て
会
往
航
訟
に
部
地

一
教
育
の
指
定
枝
と
言
う
重
大
任
務
を
背
負

を
申
込
ま
れ
同
の
信
を
失
な
う
と
い
う
先

一
っ
て
、

昨
年
十

一
月
意
義
あ
る
発
表
会
を

行
士
不
幸
な
例
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
昨
年

一
大
好
評
で
終
ら
せ
て
い
た
Y
き
ま
し
た
。

当
初
に
も
文
告
を
通
じ
て
お
願
い
市
上
付
一
こ
れ
ら

一
市
一に
教
育
の
指
場
と
は
仰
せ
、

ま
し
た
通
り
、
役
場
当
局
が
あ
ら
ゆ
る
苦
一
か
く
れ
た
る
父
兄
の
協
力
は
見
逃
す
こ
と

的
の
御
相
談
に
当
っ
て
居
り
ま
す
の
で
今
一

が
で
き
ま
せ
ん
。

後
は
迷
惑
で
も
必
ず
絞
め
紛
れ
開
発
室
を

一。

や
れ
ば
出
来
る

hq
o
平
れ
ば
な
し
と
げ

希
望
の
九
六

町
民
各
位
に

年
を
迎
え

一
段
の
御
協
力
を
望
む

昭和 36 ~手 2 月 10 日
月刊（毎月10日1回発行）

朝

日

町

議

会

仙
開
会
開
発
特
別
委
員
長

今
年
は
わ
が
朝
日
町
創
立
以
来
町
民
ひ

と
し
く
営
々
と
し
て
築
い
て
参
り
ま
し
た

建
設
の
越
飽
土
、
あ
と
に
も
先
に
も
ま

た
と
巡
り
来
る
こ
と
の
な
い
電
源
開
発
の

夢
が
実
現
出
来
る
か
否
か
を
決
す
る
ま
こ

と
に
意
持
深
い
運
命
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
一
時
は
開
発
の
希
望
が
失
わ
れ
て
い

た
北
陸
唱
力
の
境
川
第
一
、
第
二
発
電
所

も
町
民
各
位
の
御
理
解
と
町
当
局
品
川
町
議

会
の
努
力
に
依
っ
て

一
昨
年
の
十
二
月
に

目
出
度
く
操
業
運
転
に
入
り
私
ど
も
委
員

会
に
お
き
ま
し
で
も
織
を
逸
せ
ず
更
に
上

流
へ
第
三
発
電
所
の
計
画
常
北
陸
電
力
に

懇
詩
し
、
関
係
官
公
庁
に
も
働
き
か
け
た

ひさ

中
間
以
水
が
終
っ
た
が
ま
．
た
こ
の
上
三

十
八
年
ま
で
コ

シ
ク
リ
！
ト
の
打
継
き

が
行
わ
れ
る
。

（
黒
四
ダ
ム
上
琉
よ
り
望
む
）

句

あ（事？器産：i~~） 第 66 号

？酉

升：

栄

千
十
μ
の
仰
い
か川
川・叫
に一
代
め
仁
小
削
川

水
な
る
。

（
田
満
開
ア
1
チ
ダ
ム
）

る
子
供
。
被
等
は
尖
に
児
一
派
で
す
。
こ
の

子
供
述
山
教
育
陥
噂
に
救
川
ば
か
り
で
な

く
、
家
出
で
の
父
兄
山
訂
作
も
充
分
あ
る

と
思
い
ま
す
。

去
日
、
県
教
大
会
で
聞
い
た
事
で
す
が

「
時
代
の
文
化
は
五
十
倍
の
進
歩
」
主
言

っ
て
い
交
す
が
当
胤
m
m
約
内
員
は
一

週
に

つ
き
十

一
時
間
阜
の
旭
川
別
な
ど
と
云
う
数

字
が
出
て
い
る
こ
止
符
私
達
P
T
A
の
父

兄
と
し
て
見
逃
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ

う

、．
0

占
μ

近
代
社
会
の

I
派
な
社
会
人
を
作
る
べ

き
予
を
持
つ
父
兄
の
円
以
、

今
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い

「
生
前
に
於
け
る
父
兄
と

O

結
ひ
っ
き
」
の
充
実
に
本
年
は
一

M
の
前

進
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

背
少
年
の
教
育
起
動
は
親
と
し
て
実
に

大
き
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

P
T
A
で
は

こ
の
点
を
重
視
し
て
真
の
愛
情
あ
る
家
庭

生
活
を
築
く
よ
う
P
T
A
活
動
迭
を
め
ま

し
ょ
う
。南

保

全戸
枝

ゴ二 p 
T 

弁 A
i』
r:: 

和 良

夫



(4) 

機
穫
の
む
が
ど
う
な
ゐ
か
と
云
ふ
こ
と
は

今
児
叩
述
べ
る
必
嬰
も
江
レ
程
一
昨
日
の
新

聞

b
i
ジ
オ
で
測
情甘
さ
ハ
て
ゐ
ま
す
の
で

山
叫
が
家
川

農
相南町附
判
的
地
計
画
が
そ

れ

ム
ー
、立

東
し
部
・
的
、

仙川
区
れ
農
業
計
画
を

文
化
り
発
展

に
伴
レ
段
祭
の
技
術
が
進

一
水
稲…

f
M仰
に
何
人
的
村
守
需
産
山
乳
牛
、

み
米
が
伐
に
余
剰
化
し
て
泣
工
り
目
的
時

一
服
、
和

午
・
ニ
ワ
ト
リ
か
又
は
チ
ユ
ロ
ツ

代
へ

と
米
作
段
家
に
大
き
な
変
不
を
た
悦
＼
フ
、
川
h
h
M
れ
村
山
h

同
芸
か
附
瓜
、
胡
瓜
、

な
く
せ
し
め
従
業
の
附
け

れ
川
・
か
則
川
口
え
に
な

｝

マ
ト、

日ぷ
‘
什・
J

・円、
カ
ン
ラ
ン

の
夏久．
、

っ
て
明
日
の
伐
業
が
．と
う
あ
る
ベ
ι
1
J

か
、

a

一中川
のに
か
、
川
1
・γ
寸
ベ
タ
ん
必
47
る
部
一
治

農
薬
に
よ
っ
て
生
前
す
る
人
忙
勿
札
制
校
一
の
刊
火
山

間
主
J
U
H
M

川
か
一脊
ぱ
寸
・
ベ
き
特

術
及
び
段
炊
の
指
消
却
者
が
日
夜
悩
ん
で
ゐ
山
町
物
釈
改
定
l
一片
岡
化
、

協
業
化
に
よ
り

る
問
山
と
な
っ

て
ゐ
ろ
。

一ね
U
H
州

枝
川U
ピ

ー
関
山
門
山
共
同
化
を
推

進

朝
H

け
町
内
最
前引
は
米
、
米
で
治
ん

づ
米

一
し
六
町
M
M
b
q農
奈
川r
人
；
契
化
を
阿
る
こ
と

ま
し
た
が
問
の
中
の
出
町
民
時
限
す
る
符
出
一
を
考
へ
て
伐
民
約
一
円
結
ご
訟
の
力
で
血開
業

の
成
長
が
生
日
間
構
造
を
急
災
せ
し
め
小
で

一
の
近
代
化
会

N
り
れ
ば
な
ら
な
い
従
業
所

も
食
生
活
は
制
肢
と
M
仁
川
氏
や
考
へ
て
、
ヵ

得
が
他
産
業
に
比
し
て
似
く
そ
の

差
が
大

』

ロ
リ
ー
や
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
一
川
級
食
聞
が

な

る

と
の
刊
が
向
レ
が
そ
れ
は
段
家
作
位

一

望
ま
れ
る
時
計
に
対
処
し
て
似
常
持
町
内

の
品川
立
の
斑
刈
如
何
に
よ
る
も

の

で

あ

一

構
造
を
改
れ
す
る
散
制
則
に
あ
ゐ
と
川
町

E

旬。。

A
Y
や
山
た
の
川
向
は
、

は

っ
き
り
と

－

に
時
に
計
川
の
尖
竹
別
で
あ
る
こ
と
を

M
－

相－

mさ
れ
て
ゐ
’O
門
ト
ロ
に
代
が
家
花
が
部

起
す
ベ
台
・
で
あ
る
u

↑訴
の
州
開
古
川
明
治
的
改
，れ
を
刊
一
り
所
得
れ

m

し
た
が
っ
て
慌
柴
山
成
長
部
川
が
川
か

の
計
州
を
尖
行
す
べ
き
で
あ
不
。
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・し引
に
て
左
大
向
院
に

入
札
川
町収
h
r
n
リ
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ト
テ
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一
十
日
ヘ
一
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J
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J
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t
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J
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逝
去
さ
れ
た
。
か
ん
此
・
工
十
六
才

．、t
、色ph
h
l
r
w
h
f

、
‘
r

J

、
r
、，－
f
．，、
．、〆
γ
－

J

，．ur仁
川
，
r
h

↑
／
J
H
J
H
J
イ
句
ブ
．U均
い
伊

科
会
話
・
声
、
応
中
小
一
同
大
家
正
小
を
経

て
附
利
一・4

十
二
年
別
小
学
校
に
活
任
、
主

一
と
し
て
小
中
伎
と
家
町
一
刊
を
判
任
、
胡
日

一
町
学
校
教
背
附
究
ム
町
家
政
－
M
川
部
員
と
し
て

－沼
山附
ぜ
ら
れ
い
・
米
を
市
叫
一
さ
れ
て
レ
た
が

よ
お
く
し
て
州市
し
な
よ
っ
た
々
叱
の
吃
は
九
界

か
ら
附
ま
し
れ
て
い
あ
。

（貯蓄室長·~.＼~） 第 ε6 号

朝

田

町

成

人

式

一

朝
日
町
山
的
地
区

2
1
1一

昨
年
師
走
刊
し
せ
立
っ

て
明
円
町
、
制
－

義
賢
氏
の
二
川
連
総
引
は
入
誠
川
口
川
校
ル
不

一
1
1
1
11
1

J

R
町
社
会
福
社
協
説
会
共

mw之
町
爪
た
す

一
業
し
埼
玉
県
一
u
g
m
M築
研
究
所
に
お

い
て
ニ

訂

正

一

け
あ
レ
辿
品
川
を
民
間
、
町
民
の
良
心－
r
同
一

一
年
間
研
修
に
村
進
、
そ
の
後

コ
チ
』可
作

二

三

十
日
年
h
H
U勺
の
「
判
U
都
市
計
一

的
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
成
虫
JV保
て
、
町

一
刺
青
年
帥
村
氏
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ン
川

二

川
街
路
決
定
一
帆
則
的
問
」
の
＠

l
①

一

内
二
一
問
問
術
、
七
三
二
人
に
配
分
し
た

．
ク
ロ
州
に
波
り
田
辺
政
叫
に
肢
で
山
奨
に

＝

（
市
川抑
制
｝

の
比
米
は
同
栄
町
川
遊

こ
の
揃
い
迎
励
に
よ
っ
て
、
こ
の
人
述
は

一従
桜

一
昨
年
m
H
嶋
市
し
の
ん
け
雌
レ
’
仙
川
、

日

ご

い
で
あ
り
チ
す
刺
し
駅
間
か
ら
①
l

到
し
い
乍
ら
も
、
明
る
レ
叉
、
心
川
い
正

一
下
独
立
し
て
灯
ソ
リ
ソ
阪
牝
業
所
続
常
し

二

①
（
川
崎
代
綿
）
の
タ
叉
点
主
で
は

一

月
を
迎

へ
た
と
、
的
び
の
言
裂
や
、
礼
状

一
て
お
ら
れ
近

々
愛
児
出
旅
の
予
宵
ら
し
く

＝

児
米
で
あ
り
ま
寸
訂
正
し
て
お
け
ぺ
び

一

は
沢
山
聞
い
て
お
り
烹
す
。

一
加
え
て
近
く
実
的
の
行
総
有
も
波
川
し
共

ご

し
ま
す
。

一

尚
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
同
し
て
家
者
飼
料
や
持
鶏
菜
安
経
営
さ
れ

て

｜一

こ
の
成
人
式
は

一
月
十
冗
日
泊
中
学
校
開

堂
で
行
わ
れ
た
、
川
卜
．
教
育
長
の
閉
式
の

辞
、
本
村
町
長
の
式
日
、
説
会
馳胴
長
、
教

育
委
員
長
、
鋭
校
長
、
迎
合
姉
人
会
長
、

青
年
団
長
の
祝
辞
が
あ
り
成
入
者
代
表
中

島
英
輔
君
F

間
保
｝
的
容
静
が
あ
っ
た
式

後
、

駒
川
れ
大
写
経
済

学
部
優
笠
漁
伝
繁
氏

の剤耐
竹山
、
沢
民
r
H
治
氏
持
禅
朝
日
混

同
合

唱
閉
め
、
新
刊
界
そ
の
他
数
曲
の

コ
l
ラ

ー－が
め
つ
行
。

写
真
H
一
月
十
五
日
泊
小
学
校
に
お
け
る

側
口
町
成
人
式

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

結
果
に
つ
い
て

川崎
末
に
す
け
あ
い
運
動
結
果
表
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一
区

一

向

川

原

保

山

崎
中
協
活－

F
計

回

－

e沼
T
付
君、

一

一段

泊

ケ

家

政
樹
校

一
地

一

五
南
大
山
野山
市
一以
内
A
F

守7
1一、

一註E

る
由
で
あ
る
が
蚊
近
過
後
氏
よ
り
近
況
を

生
家
へ
寄
ぜ
ら
れ
た
が
こ
れ
に
依
る
と
最

近
に
お
け
る
ゾ
ラ
ジ

ル
の
情
勢
の
片
践
を

現
い
知
る
こ
と
が
出
米
ょ
う
。

以
下
原
文
よ
り
純
粋

前
文
川
町

「
今
度
行
地
〈
弟
）
来
る
そ

う
で
小
生
も
嬉
し
い
の
で
す
が
日
本
で
考

え
る
ブ
ラ
ジ
ル
と
は
大
変
集

い
ま
寸
。
ど

の
国
で
守
活
す
る
も
刷
じ
で
す
が
峨
プ
ラ

ジ
山
戸
内
冬
は
紙
く
生
活
し

や

す

い

処
で

す
。
現
花
日
す
れ
か
ら
米
ゐ
移
民
さ
ん
は
唯

プ
ヲ
ジ
山
げ
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
金
が
落
ち

て
い
る
よ
う
に
忠
っ
て
米
ま
す
が

一
生
懸

命
働
か
ね
ば
金
は
出
米
ま
せ
ん
汗
水
流
し

て
働
き
さ
え
す
れ
ば
金
が
儲
る
処
で
す
。

プ
ラ
ジ
ル
の
J
．
史
的
発
伎
は
こ
れ
か
ら
で

寸
。符

批

『
引
）

が
米
た
ら
よ
く
却
し
を
し

て
力
党
合
せ
て
ザ
り
た
い
と
瓜
っ
て
い
ま

す
。
他
人
ぞ
仰
っ
て
む
会
計
の
方
は
刊
分

の
家
内
者
で
な
く
て
は
駄
目
だ
し
、
仕．
山中

合
さ
せ
て
’h
向
の
で

I
く
見
て
や
ら
ね
ば

こ
こ
の
川
口
利
山
・
り
は
ぷ
け
坊
い
で
す
。
全

部
の
人
は
そ
う
で
は
な
い
で
す
が
。
小
生

の
ム
の
方
4
い
だ
ん
／
＼
吃
し
く
な
り
手
が

不
起
し
て
凶

っ
て
レ
ま
す
、
月
に
一
二
百
コ

ン
ト

（
百

h
0
．力
川
）
も
売
り
上
げ
し
ま

す、

ゲ
ソ
り

ン
明
，ん
リ
ツ
タ
以
上
売
り
ま

寸
現
片
山
プ
ヲ
ジ
山
げ
も
日
本
と
川
じ
で
だ
ん

／
＼
物
川
も
卜
．
っ
て
い
ま
寸
。
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